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細
川
律
夫
厚
生
労
働
大
臣
は
七
月
八
日
の

閣
議
で
二
○
一
一
年
版
「
労
働
経
済
の
分
析

（
労
働
経
済
白
書
）」
を
報
告
し
、
了
承
さ

れ
た
。

　

白
書
の
テ
ー
マ
は
「
世
代
ご
と
の
働
き
方

と
雇
用
管
理
」。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
が

人
件
費
を
絞
り
込
む
な
か
、
非
正
規
雇
用
な

ど
不
安
定
就
業
層
が
増
加
し
、
人
材
育
成
機

能
が
低
下
し
た
こ
と
が
国
内
需
要
の
停
滞
を

招
い
た
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
指
摘
。
こ

う
し
た
層
の
正
規
雇
用
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
人
的
能
力
の

形
成
を
す
そ
野
広
く
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
化
せ
ら

れ
た
課
題
と
主
張
し
て
い
る
。

労
働
経
済
の
推
移
と
特
徴

　

白
書
は
三
つ
の
章
と
ま
と
め
で
構
成
さ
れ

る
。
第
一
章
で
は
二
〇
一
〇
年
の
労
働
経
済

の
動
向
を
概
観
。
二
〇
〇
八
年
秋
に
発
生
し

た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
景
気
は
大
幅

に
後
退
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
経
済
対
策

に
よ
り
輸
出
と
生
産
を
中
心
に
持
ち
直
し
の

動
き
が
続
い
て
い
た
。
雇
用
情
勢
も
○
九
年

七
―
九
月
期
に
は
完
全
失
業
率
が
五
・
四
％

に
達
す
る
な
ど
大
幅
に
悪
化
し
て
い
た
が
、

一
〇
年
末
に
は
五
％
を
下
回
る
ま
で
改
善
し

た
。有
効
求
人
倍
率
は
過
去
最
低
水
準
の
○
・

四
三
倍
ま
で
悪
化
し
た
が
、
一
〇
年
四
月
か

ら
は
一
一
カ
月
連
続
で
改
善
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
が
様
相
を
一
変
さ
せ
た
。
震
災
は
宮

城
、
岩
手
、
福
島
三
県
に
壊
滅
的
被
害
を
与

え
た
ば
か
り
で
な
く
、
部
品
供
給
の
ス
ト
ッ

プ
や
東
日
本
の
計
画
停
電
の
影
響
は
全
国
の

製
造
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
震
災
後
、

日
銀
が
集
計
し
た
二
〇
一
一
年
四
―
六
月
期

の
景
気
の
先
行
き
判
断
は
す
べ
て
の
企
業
規

模
に
お
い
て
、
下
方
修
正
さ
れ
て
お
り
、
先

行
き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

白
書
は
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
被
災
者

が
仕
事
を
通
じ
て
経
済
的
な
自
立
を
回
復
し
、

地
域
社
会
の
再
建
に
向
け
て
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
、
雇
用
対
策
に
よ
る
支
援
の
重
要
性
を

訴
え
て
い
る
。

経
済
社
会
の
推
移
と
世
代
ご
と
に
み

た
働
き
方

　

第
二
章
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
経
済
社

会
の
推
移
と
世
代
ご
と
の
働
き
方
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
前
の
日
本
企
業
で
は
、
人

材
の
採
用
、
配
置
、
育
成
を
長
期
的
な
視
点

で
行
っ
て
き
た
。
新
規
学
卒
者
を
一
括
採
用

し
、
定
年
ま
で
雇
用
を
保
証
す
る
こ
と
を
前

提
に
企
業
内
で
の
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
充

実
さ
せ
て
き
た
。
だ
が
、
九
○
年
代
に
入
り
、

バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
と
、
雇
用
が
絞
り
込
ま

れ
、
不
安
定
就
業
者
が
増
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
年
齢
階
級
別
の
非
正
規
雇
用
率
を

み
る
と
、
若
年
層
ほ
ど
大
き
く
上
昇
し
て
お

り
、
と
く
に
一
五
―
二
四
歳
層
は
九
○
年
代

半
ば
か
ら
二
○
○
○
年
代
は
じ
め
に
か
け
て

大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
世
代
別
に
み
る
と
、

一
九
七
○
年
代
後
半
生
ま
れ
の
い
わ
ゆ
る

「
ポ
ス
ト
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
非
正
規
雇
用

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

白
書
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
社
会
経
済
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
各
世
代
が
体
験

し
た
時
代
状
況
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
そ
の
後
の
働
き
方
や
就
業
意
識
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
可
能
性
が
あ
る

と
主
張
す
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
二

〇
一
〇
年
度
に
行
っ

た
「
入
職
初
期
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世

代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
調

査
」
を
引
用
し
、
企

業
が
最
近
の
学
卒
新

入
社
員
の
特
徴
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
職
場
で
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
れ
な
い
職
員
が

増
え
て
い
る
」「
チ
ャ

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
経
済
白
書

1

世
代
ご
と
の
働
き
方
と
雇
用
管
理
の
動
向
を
テ
ー
マ
に
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図１　東日本大震災の影響

図２　世代別にみた就業状態の推移

資料出所：日本銀行「全国企業短期経済観測調査」
（注） １）実線部は調査時点における最近の判断、破線部は調査時点における先行きの判断。
 ２） ２0１１ 年３月調査において、３月 １２ 日から３月 ３１ 日までの回収分による先行きの判

断を赤線部で示している。

資料出所： 総務省統計局「労働力調査」、「労働力調査（詳細結果）」、「労働力調査特別調査」
をもとに厚生労働省労働政策担当参事官室にて推計

（注） （　）内は、２009 年における各世代の年齢を示す。また、始点は ２0 ～ ２4 歳。
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レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
社
員
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
」「
自
分
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

意
欲
の
あ
る
社
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
回
答
が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
意

思
を
持
ち
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
情
報
を
収
集

す
る
能
力
に
長
け
て
い
る
者
が
多
い
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
た（
図
３
）。

　

企
業
が
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳

代
以
上
の
各
世
代
が
入
社
し
た
際
の
資
質
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
っ
て
い
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
バ
ブ
ル
期
以
前
に
入

社
し
た
四
○
代
以
上
の
世
代
は
主
体
性
や
責

任
感
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
点
で

優
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
新
た
な
発
想
や
ア

イ
デ
ア
を
生
み
出
す
こ
と
は
苦
手
で
、
過
去

の
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
み
て
い

る
こ
と
も
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
は
消
極
的
で

あ
る
と
も
考
え
る
一
方
、
二
〇
歳
代
は
仕
事

に
お
け
る
主
体
性
や
責
任
感
が
他
の
世
代
よ

り
も
弱
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も

低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
分
の

希
望
す
る
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
意

識
や
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
自
分
で
考
え

て
い
き
た
い
と
い
う
意
識
が
強
い
と
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
し
て
い
る
。

　

一
方
で
企
業
の
人
材
育
成
方
針
に
も
変
化

が
み
ら
れ
た
。
同
調
査
で
企
業
が
若
手
人
材

の
配
置
、
育
成
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
」
重

視
し
て
き
た
こ
と
、「
今
後
」
重
視
す
る
こ
と

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
ま
で
」
は
特
定
の

部
門
で
実
務
担
当
者
と
し
て
の
育
成
を
基
本

と
し
つ
つ
も
、
必
要
に
応
じ
て
他
部
門
を
経

験
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
、
長
期
的
な
育
成
と

短
期
的
な
研
修
を
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
き

て
い
る
。
一
方
、「
今
後
」
は
特
定
の
部
門
へ

の
配
置
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
よ
り
多
く
の

部
門
で
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
と
く
に
大

企
業
で
重
視
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
幅
広
く
、

企
業
内
の
業
務
に
通
じ
る
人
材
を
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
傾
向
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
人
材
育
成
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ま

で
」
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
自
己
啓
発
の
促

進
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

「
今
後
」
は
計
画
的
な
人
事
配
置

に
よ
る
人
材
育
成
が
強
化
さ
れ
、

人
事
配
置
と
能
力
開
発
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。

　

白
書
で
は
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、
不

本
意
に
非
正
規
で
働
く
若
者
の
年

長
化
を
防
ぐ
た
め
正
規
雇
用
化
の

取
り
組
み
が
重
要
と
し
た
う
え
で
、

社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
生
じ
て

き
た
意
識
面
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
是
正
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
人
材
の
採
用
、
配
置
、
育
成
、

処
遇
を
一
体
的
に
行
う
た
め
の
企
業
の
人
事

機
能
の
強
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
―
―
と

分
析
し
て
い
る
。

雇
用
管
理
の
動
向
と
勤
労
者
生
活

　

第
三
章
で
は
、
近
年
の
雇
用
管
理
の
動
向

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
九
〇
年
代
か
ら
二
○

〇
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
人
件
費
コ
ス
ト

を
抑
制
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
長
期
的
な
視

点
で
行
わ
れ
て
来
た
雇
用
管
理
の
方
針
を
見

直
す
企
業
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

人
材
育
成
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
行
う
の
で
は
な
く
、
即
戦
力

の
確
保
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

企
業
経
営
者
の
な
か
で
定
期
昇
給
を
廃
止
し
、

成
果
や
業
績
で
賃
金
を
決
定
す
る
成
果
主
義

の
導
入
が
叫
ば
れ
た
の
も
こ
の
頃
の
特
徴
で

あ
る
。
正
社
員
の
雇
用
が
絞
り
込
ま
れ
た
結

果
、
非
正
規
雇
用
が
増
加
し
、
賃
金
格
差
が

広
が
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
流
れ
は
不
安
定
就
業
を

増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
人
材
育
成
機
能
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
賃
金
格

差
の
拡
大
や
平
均
賃
金
の
低
下
は
国
内
需
要

の
低
迷
を
招
く
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
〇
年
代
後

半
以
降
は
再
び
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
人

材
育
成
と
定
期
昇
給
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

世
代
を
つ
な
ぐ
雇
用
管
理
と
雇
用
シ

ス
テ
ム
の
主
要
課
題

　

最
後
に
白
書
は
ま
と
め
と
し
て
、
世
代
間

を
つ
な
ぐ
雇
用
管
理
と
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を
三
つ
あ
げ
て
い

る
。

　

一
つ
目
は
雇
用
の
安
定
、
確
保
と
人
材
育

成
の
充
実
だ
。
長
期
的
な
視
点
で
人
材
の
採

用
、
配
置
、
育
成
、
処
遇
に
取
り
組
み
、
人

的
能
力
の
蓄
積
の
も
と
、
企
業
の
付
加
価
値

創
造
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
説

い
て
い
る
。
雇
用
の
維
持
に
取
り
組
む
こ
と

は
技
術
、
技
能
継
承
の
観
点
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
経
済
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な

か
で
も
所
得
と
消
費
を
安
定
さ
せ
、
経
済
を

底
支
え
す
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
不
安
定
就
業
層
の
正
規

雇
用
化
の
推
進
だ
。
派
遣
職
員
や
期
間
従
業

員
な
ど
非
正
規
で
働
く
人
び
と
の
増
加
は
格

差
を
固
定
さ
せ
、
世
代
間
の
断
絶
や
社
会
の

分
断
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
う
し
た

層
を
正
規
雇
用
に
転
換
さ
せ
る
た
め
に
は
職

業
能
力
開
発
の
た
め
の
社
会
的
支
援
に
加
え
、

企
業
の
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
の
導
入
を
推

進
す
る
と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
企
業
実
習
な
ど
を
活
用
し
、
若
者
の

職
業
能
力
を
着
実
に
開
発
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
若
者
一
人
ひ
と
り
の
希

望
と
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
し

く
み
作
り
で
あ
る
。
白
書
は
若
者
の
高
学
歴

化
が
必
ず
し
も
就
職
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

と
指
摘
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
学
生
の

入
学
を
秋
ま
で
猶
予
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
を
行
う
こ
と

で
多
様
な
職
業
観
を
養
う
「
ギ
ャ
ッ
プ
イ

ヤ
ー
」
の
導
入
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
若

者
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
幅
広
い
職
業
選
択
の
機
会

を
提
供
す
る
よ
う
提
言
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

　　　組織が求める役割を果たそうとする意識が強い⇄自分の取り組みたい仕事へのこだわりが強い

　　　会社内で業務に取り組む中で自らのキャリアが高まると考える⇄自らのキャリア形成や職業生活設計に関心が高い

　　　柔軟な発想で新しい考えを生み出すことができる⇄過去の例やこれまでのやり方にとらわれている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳台

30歳台

40歳台以上
組織が求める役割を果た

そうとする意識が強い

どちらともいえない

自分の取り組みたい仕事

へのこだわりが強い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳台

30歳台

40歳台以上
会社内で業務に取り組む

中で自らのキャリアが高ま

ると考える

どちらともいえない

自らのキャリア形成や職業

生活設計に関心が高い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳台

30歳台

40歳台以上 柔軟な発想で新しい考え

を生み出すことができる

どちらともいえない

過去の例やこれまでのや

り方にとらわれている

図３　世代ごとにみた入職初期の資質

資料出所： （独）労働政策研究・研修機構「入職初期のキャリア形成と世代間
コミュニケーションに関する調査」（２0１１ 年）


